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1． TC4.6の概要
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前ターム（2020-2023）タームはTF4.1として活動し、今タームはTC4.6として取組む

前タームのTF4.1では、各国の道路設計基準の情報収集・整理を主な目的に、主要
国の基準の主な内容について比較し、視距に着目した比較レポートをとりまとめた

今タームのTC4.6では、「道路設計基準」と「BIM」の２本立てで構成され、それぞれ以
下のねらいを持って取組む

【道路設計基準】
 TF4.1より対象国を拡大し、各国の基準の収集・比較を行い、LMIC（アフリカ諸国

等の中低所得国）の基準の仕組みづくりの支援ができるような整理を行う

【BIM】

 特に先行的に進んでいる国（設計にあたり義務化している国など）を参考にしな
がら、対象や範囲、利点等について各国の取り組みの収集・比較を行う



前回ターム（2020～2023 TF4.1 道路設計基準）の成果

4中間成果(基準の収集・比較) 最終成果(視距に着目した詳細比較)



今タームでのアウトプット

テーマ 方法 とりまとめ時期

4.6.1 Database of road design standards
（道路設計基準の資料集）

Survey（調査・アンケート） 2024年12月

Seminar（セミナー） 2026年9月～10月

Case studies collection
（ケーススタディの収集整理）

2027年2月

4.6.2 BIM in design
（設計におけるBIM）

Survey（調査・アンケート） 2025年3月

Seminar（セミナー） 2025年9月～10月

Case studies collection
（ケーススタディの収集整理）

2026年９月
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目的とする成果品

1. 道路設計基準の資料集

• ターゲット: 公表資料として発表

• 成果のタイプ: ケーススタディ

• 発信予定: 2027年２月

2. 設計におけるBIM
• ターゲット: 公表資料として発表

• 成果のタイプ: ケーススタディ

• 発信予定: 2026年９月
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成果とりまとめの方法・プロセス

1. 道路設計基準の資料集

• TC4.6メンバーによる議論および調査計画作成

• PIARC会員国を対象とした道路設計基準の作成状況等の調査(アンケート)
• アンケート調査結果や各種先進事例を基にしたケーススタディの整理

• セミナー開催によるディスカッションを踏まえたとりまとめ

2. 設計におけるBIM
• PIARC会員国を対象としたBIMの導入状況等の調査(アンケート)
• アンケート調査結果や各種先進事例を基にしたケーススタディの整理

• セミナー開催によるディスカッションを踏まえたとりまとめ
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2024年12月現在、道路設計基準、BIMともにPIARC参加各国
に向けた調査様式を作成中

これまでの会議実施状況

2024年2月 キックオフミーティング＠パリ

2024年4月 ミーティング＠web
2024年6月 ミーティング＠web
2024年9月 ミーティング＠web
2024年10月 ミーティング＠ローマ

2． 今ターム（2024-2027）における活動状況・今後の予定
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2024年２月 キックオフミーティング@パリ

TC4.6メンバー集合写真 会議風景

キックオフミーティングでは、２つのWG(道路設計基準、BIM)のリーダー等の役割決め、
TOR(Terms of Reference)の決定、今後のスケジュールなどについて議論した。
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2024年10月 ミーティング@ローマ
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TC4.5&TC4.6合同会議 オープニング
WebでPIARC本部とつなぎ、PIARCの取り組み状況の報告などがあった



2024年10月 ミーティング@ローマ
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TC4.6 Technical Meeting
道路設計基準及びBIMの各国の制定状況に関係するアンケート
フォームについて議論



2024年10月 ミーティング@ローマ
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TC4.6 BIMオープンディスカッション

イタリア、オーストリア、イギリスでのBIMの先進的な取り組み報告などがあった



今後の予定

【Webミーティング】

【対面ミーティング】

【セミナー】

６～８週間おきに１回実施予定

（当面は道路設計基準、BIMともにアンケートの実施・分析等が議題のメイン）

2025年 アメリカ

2026年 ヨーロッパ

2025年、2026年にそれぞれ１回ずつ、LMIC（中低所得国）にて開催予定
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3．日本のミッションと国内の道路施策との関連

道路におけるカーボンニュートラル推進の動きを踏まえると、次世代自動車の普及を
考慮した道路構造の基準見直しや、エネルギー効率の良い道路の計画・設計手法に
関する各国の事例等があれば、国内の道路関係者にとって有益なのではないか。

※参考 ＜日本のミッション＞
 前タームに引き続きPIARC参加国の道路設計基準に関する情報収集に努め、必要に応じて道路構造令等の基

準類へ反映する。

 新たなモビリティや新技術が道路技術基準へ与える影響を確認し、必要に応じて道路構造令等の基準類へ反映
する。

※参考 ＜道路におけるカーボンニュートラル推進戦略中間とりまとめ（国土交通省2023.9）＞
○ 道路交通のグリーン化： 次世代自動車の開発・普及を関係機関と協力して促進するとともに、道路内での発電・送電・給電・蓄

電の取組を推進することで、道路交通のグリーン化によるCO2排出量の削減を目指す。
・ 次世代自動車の普及促進に向け、経済産業省等の関係機関と連携し、次世代自動車の開発を促進
・ 大型の次世代自動車の普及促進に向け、物流拠点を結ぶ主要な道路などを対象に、車両の幅や長さ等の一般的制限値の緩

和や道路構造の基準見直しなどを検討
○ 道路のライフサイクル全体の低炭素化： 道路の計画・建設・管理の各段階において、CO2排出量の削減を目指す。
・ 必要コストも考慮しつつ、縦断勾配が緩やかで線形が良い道路等、計画段階からエネルギー効率の良い道路の計画・設計を
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4．日本として狙っていくアウトプット

■道路構造基準関係

・ 新たなモビリティや新技術が道路技術基準へ与える影響

・ 各国の改訂頻度、改訂方法、検討プロセス、取り組みのスピード感

・ 数値の見直し（設計速度、設計交通量、視距等）に関する見直し経緯 等

■BIM関係

・ 特に先進的な国の取り組み事例（義務化、デジタルツインとの連携）の把握 等

15

○TC4.6への参画を通じて以下の事項を把握し、日本の道路構造令や関係基準類・ガ
イドライン等の効率的・効果的な見直しに関する検討の参考情報とする。
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